
吊査一同

「
経
法
」

「
称
」

「
十
六
経
」

i
l
「
寅
老
」
と
の
関
わ
り
を
中
心
に

1

1

四
篇
の
成
立
に
つ
い
て

一
、
は
じ
め
に

長
沙
馬
主
堆
漢
墓
よ
り
出
土
し
た
向
雨
量
四
「
経
法
」
「
十
六
経
」
「
称
」

「
道
一
原
」
の
四
第
(
以
下
「
白
m
香
西
簾
」
と
略
す
〉
は
、
先
秦
か
ら
漢

初
に
お
け
靖
想
状
況
の
語
道
い
う
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
注

目
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
「
高
番
四
篇
」
研
究
の
中
心
的
論
点
は

注
二

漢
初
に
流
行
し
た
「
黄
老
」
と
の
関
連
と
、
司
漢
書
』
義
文
志
内
の
ど

注一一一

の
著
作
に
同
定
す
る
か
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
高
書
四
篇
」
は
一
体
を

注
凶

な
す
資
料
と
み
な
さ
れ
、
一
括
り
に
扱
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
成
立

地
域
・
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
紛
々
と
し
て
未
だ
に
定
説
を
見
る
に

注
五

至
っ
て
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
そ
の
問
題

点
を
整
理
し
、
「
吊
審
問
篇
」
の
資
料
的
性
格
を
明
確
に
し
た
い
と
思

う
。
そ
の
筋
道
と
し
て
、
ま
ず
「
高
意
向
四
篇
」
は
「
寅
老
」
と
関
連

す
る
資
料
で
あ
る
が
、
そ
の
成
立
は
必
ず
し
も
一
人
の
手
に
よ
る
も

「
道
原
」

渡

辺

大

の
で
は
な
い
こ
と
を
論
じ
、
つ
寺
つ
い
て
そ
の
視
点
か
ら
「
寅
老
」
に

つ
い
て
も
若
干
の
考
察
を
行
い
た
い
。

一
一
、
「
南
警
四
篇
」
と
『
黄
帝
西
経
』

「
島
意
向
四
億
刷
」
に
つ
い
て
の
論
考
の
う
ち
、
最
も
早
く
提
出
さ
れ
、

そ
の
後
へ
の
影
響
力
が
大
き
か
っ
た
も
の
は
、
唐
蔽
附
「
貰
帝
四
経

注
六

初
探
」
で
あ
る
。
こ
の
中
で
麿
氏
は
「
白
m
豊
一
回
四
篇
」
を
『
漢
書
』
奉

文
士
ゅ
の
豆
只
一
帝
四
経
』
に
同
定
し
た
。
四
篇
が
『
漢
書
』
義
文
志
の

ど
の
書
物
に
あ
た
る
か
は
、
そ
の
後
い
く
つ
か
の
説
が
出
さ
れ
た

が
、
近
年
の
大
陸
の
研
究
動
向
で
は
、
こ
の
「
寅
帝
四
経
説
」
が
広

注
七

く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
最
近
の
陳
鼓
態
「
鶴
於
白
間
一
室
同
《
泣
き
帝
四

注
八

経
》
成
意
同
年
代
等
問
題
研
究
」
に
お
い
て
も
「
良
書
四
篇
」
を
『
寅

帝
四
経
』
と
し
て
い
る
。
原
氏
は
そ
の
根
拠
と
し
て
、
唐
氏
の
説
に

沿
っ
て
、
次
の
四
点
を
挙
げ
て
い
る
。

一
、
四
位
胸
中
に
は
糞
菅
と
そ
の
臣
下
と
の
問
答
文
が
収
め
ら
れ

( 15 ) 



て
い
る
。

二
、
四
篇
中
「
経
法
」
と
「
十
六
経
」
の
二
篇
の
篇
名
に
は

「
経
」
い
り
字
が
含
ま
れ
、
体
裁
は
異
な
る
も
の
の
、
思
想
的

出
ト
L
F
J
J
〆

整
合
性
が
あ
り
、
「
経
」
と
称
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
。

一
一
一
、
『
漢
書
』
慈
文
志
で
豆
貝
帝
四
経
』
の
み
が
「
島
書
四
篇
」

と
篇
数
が
一
致
す
る
。

四
、
四
篇
が
抄
写
さ
れ
た
時
期
は
、
漢
の
文
帝
の
初
期
に
当

相
む
」
;

た
り
、
当
時
は
「
寅
老
」
が
流
行
し
て
い
た
時
期
に
当
た

る
。
四
篇
は
『
老
子
』
乙
本
の
前
に
置
か
れ
て
お
り
、
そ
れ

が
「
葉
老
」
の
体
に
一
致
す
る
。

周
知
の
よ
う
に
『
漢
書
』
慈
文
志
に
は
黄
帝
の
名
を
冠
し
た
い
わ

ゆ
る
「
寅
帝
書
」
が
み
ら
れ
る
。
議
文
志
に
著
録
さ
れ
て
い
る
道
家

書
、
三
十
七
種
、
九
百
九
十
三
倍
加
の
う
ち
、
寅
帝
の
名
を
冠
す
る
も

の
、
ま
た
は
黄
帝
と
関
連
の
あ
る
毒
物
は
、
次
の
五
種
、
百
篇
で
あ

る。

寅
一
帝
沼
経
四
篇

寅
一
帝
銘
六
篇

寅
一
帝
君
臣
十
篇
起
六
園
時
、
興
老
子
相
似
也
。

雑
寅
一
帝
五
十
八
第
六
閣
時
賢
者
所
作
。

カ
牧
二
十
二
篇
六
盟
時
所
作
、
託
之
カ
牧
、
力
牧
寅
一
帝
相

ま
た
『
情
書
』
経
籍
志
に
は
「
漢
時
、
諸
子
選
蓄
の
流
、
一
一
一
十
七

家
あ
り
。
大
旨
は
皆
、
健
羨
を
去
り
、
沖
虚
に
慮
る
の
み
。
其
れ
寅

一
帝
四
篇
、
老
子
ニ
篇
、
最
も
深
旨
を
得
た
り
」
と
あ
り
、
『
葉
帝
西
経

(
寅
帝
四
篇
〉
』
が
『
老
子
』
と
と
も
に
重
視
さ
れ
た
書
物
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
わ
か
る
。

で
は
、
陳
氏
の
主
張
す
る
よ
う
に
「
島
書
四
篇
」
は
当
時
の
道
家

の
中
心
的
教
典
で
あ
っ
た
吋
寅
帝
四
経
』
だ
と
そ
の
ま
ま
い
う
こ
と

が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
陳
氏
の
指
摘
す
る
諸
点
に
つ
い
て

改
め
て
検
討
し
て
み
る
。

ま
ず
「
高
書
四
篇
」
を
豆
只
帝
四
経
』
と
す
る
根
拠
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
自
室
田
中
に
黄
帝
と
そ
の
度
下
と
の
問
答
文
が
あ
る
と
い
う
こ

と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
寅
帝
の
名
は
「
十
六
経
」
の
一
部
に
み
え

る
だ
け
で
、
そ
の
他
の
篇
で
は
寅
帝
の
名
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。

『
黄
帝
西
経
』
と
断
定
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
根
拠
は
や
や
弱
い
の

で
は
な
い
か
。

次
に
篇
名
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
経
」
字
に
つ
い
て
は
、
「
十
六

経
」
の
「
経
」
は
、
確
か
に
「
経
典
」
の
意
味
だ
が
、
「
経
法
」
の

「
経
」
は
「
つ
ね
、
法
則
」
等
の
義
で
あ
り
「
経
典
」
の
意
味
で
は
な

い
。
「
自
m
書
四
篇
」
全
体
を
吋
黄
帝
四
経
』
と
す
る
に
は
や
は
り
論
拠

4

が
弱
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

さ
ら
に
、
四
篇
に
思
想
的
整
合
性
が
あ
る
と
す
る
点
に
も
、
疑
問

を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
。
従
来
の
諸
研
究
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
か
ら
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し
で
も
「
高
喜
四
篇
」
中
に
多
く
の
思
想
的
共
通
点
が
あ
る
こ
と
は

否
め
な
い
。
し
か
し
、
唐
氏
、
陳
氏
と
も
に
認
め
て
い
る
よ
う
に
、

四
篇
の
体
裁
の
違
い
は
か
な
り
大
き
い
。
こ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
、
四
篇
は
あ
る
一

定
の
時
期
に
統
一
的
に
構
想
・
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
別
々
に
作
成
さ
れ
た
も
の
が
、
後
の
時
期
に
一
ケ
所
に
ま
と
め
ら

れ
た
も
の
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
思
想
的
共
通

点
も
、
編
集
の
段
階
に
お
い
て
何
ら
か
の
意
図
が
働
い
た
も
の
と
み

た
方
が
、
や
は
り
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
「
自
問
書
問
篇
」
が
抄
写
さ
れ
た
時
期
に
「
寅
老
」
が
流
行
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
四
篇
が
「
黄
老
」
と
関
連
す
る
資
料
と
す

る
根
拠
と
は
な
り
え
て
も
、
四
倍
加
が
『
寅
帝
四
経
』
で
あ
る
積
極
的

絞
拠
と
は
な
り
え
な
い
。
『
老
子
』
乙
本
の
前
に
お
か
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
も
同
様
で
あ
る
。
「
黄
老
」
が
寅
帝
と
老
子
の
併
称
で
あ

る
か
ら
に
は
、
当
時
、
多
く
の
黄
帝
に
関
す
る
輩
出
物
が
『
老
子
』
と

並
ん
で
行
わ
れ
て
い
た
と
み
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

と
な
る
と
陳
氏
の
根
拠
の
う
ち
「
高
書
四
篇
」
と
『
黄
帝
四
経
』

を
直
接
結
び
付
け
る
も
の
は
、
両
者
の
篇
数
の
一
致
と
い
う
点
だ
け

と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
『
漢
書
』
義
文
志
の
成
立

状
況
を
考
え
れ
ば
、
必
ず
し
も
十
分
な
棋
拠
と
な
り
え
な
い
事
が
わ

か
る
。

『
漢
書
』
議
文
志
は
劉
向
・
劉
一
款
父
子
の
行
ア
た
図
書
一
整
理
事
業

の
成
果
で
あ
る
明
別
録
』
・
『
七
略
』
を
も
と
に
し
て
い
る
。
『
七
略
』

の
成
立
は
京
帝
の
初
頭
(
西
清
紀
元
前
後
〉
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
「
損

害
四
篇
」
抄
写
後
約
百
八
十
年
の
も
の
で
あ
る
。

2
m録
』
の
逸
文

に
よ
れ
ば
『
七
略
』
は
単
な
る
宮
中
の
蔵
番
目
録
で
は
な
く
、
側
斜
氏

は
、
そ
の
編
纂
過
程
に
お
い
て
、
広
く
異
本
を
集
め
、
概
削
編
集
し
、

時
に
は
書
名
ま
で
を
・
定
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
こ
の

作
業
に
は
、
当
時
多
く
存
在
し
て
い
た
異
本
を
整
理
し
、
定
本
と
で

も
い
う
べ
き
新
し
い
テ
キ
ス
ト
を
定
め
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

注
十
一
れ
る
。
さ
ら
に
明
別
録
』
に
記
さ
れ
た
、
校
訂
作
業
に
用
い
ら
れ
た

異
本
の
篇
数
と
完
成
し
た
新
し
い
テ
キ
ス
ト
の
篇
数
を
比
べ
れ
ば
、

劉
父
子
の
校
訂
前
後
で
典
籍
の
あ
り
方
は
一
変
し
た
と
い
う
こ
と
が

注
十
二

い
え
る
。
で
あ
る
か
ら
『
七
略
』
の
百
八
十
年
前
に
良
書
の
形
で
存

在
し
て
い
た
四
篇
を
、
単
に
篇
数
の
一
致
と
い
う
点
の
み
か
ら
『
黄

帝
回
経
』
に
再
定
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
と
ニ
一
一
口
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

「
白
墨
田
四
篇
」
は
、
定
本
が
存
在
せ
ず
、
抄
写
に
よ
っ
て
毒
物
が
伝
わ

っ
て
い
た
当
時
の
資
料
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
劉
氏
校
訂
以
前
の
資
料

で
あ
る
「
自
書
四
篇
」
を
『
漢
書
』
惑
文
志
の
枠
に
当
て
は
め
よ
う

と
す
る
こ
と
に
も
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

以
上
か
ら
、
「
島
書
留
篇
」
を
『
漢
書
』
義
文
士
山
の
『
糞
帝
四
経
』

に
同
定
す
る
こ
と
に
は
や
や
無
理
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
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と
思
わ
れ
る
。三、

「
由
m
審
問
篇
」
と
「
糞
帝
書
」

そ
も
そ
も
「
寅
帝
豊
田
」
は
い
つ
項
出
現
し
た
も
の
な
の
か
。
『
史

記
』
に
「
繁
太
后
、
寅
一
帝
・
老
子
の
一
一
一
同
を
好
み
、
一
帝
及
び
諸
費
、
寅

一
帝
・
老
子
を
讃
み
其
の
術
を
傘
ば
ざ
る
を
得
。
す
」
(
外
戚
世
家
)
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
漢
初
に
は
確
か
に
宮
廷
内
で
寅
帝
に
関
す
る
書
物
が

広
く
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
『
漢

盛
岡
』
義
文
志
に
整
理
さ
れ
た
と
お
り
の
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
た

か
は
す
で
に
検
討
し
た
よ
う
に
疑
わ
し
い
。
で
は
、
当
時
の
寅
帝
に

関
す
る
毒
物
は
ど
の
程
度
ま
と
ま
っ
て
い
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

議
文
志
所
掲
の
道
家
類
の
「
寅
帝
書
」
は
全
て
散
逸
し
て
お
り
、

手
が
か
り
と
し
て
は
、
た
だ
諸
資
料
に
散
見
す
る
「
寅
帝
告
一
口
」
が
あ

注十一一一

る
の
み
で
あ
る

0
2氏
春
秋
』
や
『
准
南
子
』
等
に
は
「
黄
帝

E

や
「
寅
帝
書
日
」
で
始
ま
る
い
わ
ゆ
る
「
黄
帝
一
一
一
一
回
」
が
引
か
れ
て
い

る。

-
「
寅
一
帝
有
一
一
一
一
向
、
臼
、
上
下
一
時
百
戦
」
Q
韓
非
子
』
揚
権
〉

・
「
英
一
宣
一
一
口
臼
、
盤
禁
重
、
色
禁
重
、
衣
禁
重
、
味
禁
重
、
室
禁

重

」

(

『

呂

民

春

秋

』

去

私

)

・
「
寅
一
帝
臼
、
告
を
味
味
、
国
天
之
威
、
輿
元
関
気
」

ハ
『
呂
民
春
秋
』
藤
道
〉

-
「
寅
一
帝
臼
、

四
時
之
不
正
也
、
正
五
穀
荷
己
点
矢
」

ハ
『
呂
氏
春
秋
』
審
時
〉

・
「
寅
一
帝
日
、
十
一
」
苦
味
味
、
従
天
之
道
、
興
元
向
気
」

ハ
『
准
南
子
』
謬
稽
)

-
「
寅
一
帝
日
、
十
一
」
苦
味
味
、
図
天
之
威
、
輿
元
同
気
」

ハ
『
准
南
子
』
泰
族
〉

・
「
寅
一
管
書
日
、
形
動
不
生
形
市
生
影
、
整
動
不
生
整
市
生
饗
、

元

動

不

生

元

生

有

」

(

『

列

子

』

天

端

〉

こ
の
う
ち
「
寅
帝
書
」
と
明
一
一
目
し
て
引
用
す
る
の
は
『
列
子
』
の

み
で
あ
り
、
『
列
子
』
成
立
の
時
期
に
は
「
黄
帝
室
田
」
が
存
在
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
『
列
子
』
の
成
立
に
は
問
題
が
あ
り
、

現
段
階
に
お
い
て
は
、
そ
こ
か
ら
「
黄
帝
書
」
の
成
立
を
論
ず
る
こ

注
十
四

と
は
で
き
な
い
。
そ
の
他
は
戦
国
末
か
ら
漢
初
に
成
立
し
た
資
料
で

あ
る
が
、
ど
れ
も
「
寅
帝
書
日
」
で
は
な
く
「
黄
帝
有
一
一
一
口
」
ま
た
は

「
寅
帝
日
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
「
自
墨
田
四
篇
」
以
降
の
資
料
で
あ
る

話
出
荷
子
』
も
「
黄
帝
国
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
黄
帝
書
」

注
十
五

の
成
立
は
か
な
り
遅
い
と
思
わ
れ
、
賀
太
后
の
当
時
も
ま
だ
十
分
ま

と
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
あ
る
い
は
「
黄
帝
書
」
は

劉
向
の
校
訂
作
業
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
『
漢
書
』
義
文
志
の
よ
う
な

か
た
ち
に
ま
と
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
を
ふ
ま
え
て
「
寅
帝
書
」
と
「
島
警
西
篇
」
と
の
関
係
は
ど
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の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

「
品
番
四
億
刷
」
の
抄
写
年
代
は
、
西
暦
紀
元
前
一
九
四
年
J
前
一
八

O
年
演
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
陳
氏
の
指
摘
通
り
漢
初
の
宮

廷
内
で
「
寅
老
」
が
流
行
し
て
い
た
時
期
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
し
か

し
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
西
簾
中
に
は
寅
帝
は
「
十
六
経
」
に
し

か
あ
ら
わ
れ
な
い
。
四
倍
加
の
ま
と
ま
り
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き

な
の
だ
ろ
う
か
。
陳
氏
は
四
篇
を
一
時
一
人
の
作
で
あ
る
と
し
て
い

注
十
六

る
。
一
方
、
金
谷
治
「
古
侠
書
「
経
法
」
等
四
篇
に
つ
い
て
」
は
、

ひ
と
つ
の
ま
と
ま
っ
た
資
料
と
し
て
扱
う
こ
と
は
認
め
て
い
る
も
の

の
、
四
篇
の
成
立
を
別
々
と
考
え
て
い
る
。
毘
篇
が
本
来
ひ
と
つ
の

著
作
か
ど
う
か
を
考
え
る
に
は
、
そ
の
内
容
の
吟
味
が
必
要
と
な
る

の
は
一
吉
う
ま
で
も
な
い
が
、
し
か
し
そ
れ
ら
の
体
裁
の
違
い
も
無
視

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
陳
氏
も
認
め
て
い
る
が
「
烏
書
図

鑑
胴
」
の
体
裁
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。

各
篇
の
末
尾
に
は
、

経
法
九
五
千

十
六
経
由
千
口
口
六

穏
千
六
百

道
原
因
百
六
十
四

の
よ
う
に
篇
名
と
総
字
数
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
各
々
の
分
量
に

は
か
な
り
の
差
が
見
ら
れ
る
。
特
に
、
最
後
に
置
か
れ
て
い
る
「
道

原
」
は
「
経
法
」
の
十
分
の
一
程
度
で
あ
る
。
四
篇
が
分
量
の
違
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
伺
じ
比
重
を
も
っ
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
一

人
の
手
に
よ
り
統
一
的
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

各
篇
は
分
章
の
様
式
も
異
な
る
。
「
経
法
」
「
十
六
経
」
で
は
、
章

の
最
後
に
、
章
名
と
「
瞳
」
(
毘
小
い
四
角
〉
が
壁
か
れ
る
。
と
こ
ろ
が

「
称
」
で
は
「
山
田
」
は
用
い
ら
れ
や
す
、
章
名
も
な
く
、
た
だ
段
落
毎
に

「
・
」
(
黒
い
圏
点
〉
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。
「
道
原
」
で
は
「
国
」
も

7
」
も
使
わ
れ
な
い
。

「
十
六
経
」
は
十
五
の
章
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
最
終
章
は
途
中
で

途
切
れ
て
い
て
、
章
名
も
な
い
。
「
十
六
経
」
と
い
う
篇
名
か
ら
す

る
と
、
十
五
番
目
の
章
の
途
中
か
ら
と
十
六
番
目
の
章
が
抜
け
落
ち

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
高
室
田
で
は
「
称
」
「
道
原
」
が
続
い
て

写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
「
島
書
四
篇
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
資

料
か
ら
抄
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
称
」
の
段
落
が
「
・
」
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で

に
述
べ
た
が
、
白
m
に
破
損
部
分
が
あ
る
た
め
、
本
来
い
く
つ
の
段
落

が
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
今
確
認
で
き
る
か
ぎ
り
に
お
い
て

は
、
全
部
で
五
十
四
の
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
。
段
落
毎
の
字
数
を

見
て
み
る
と
、
少
な
い
も
の
で
九
文
字
、
多
い
も
の
で
百
六
十
七
文

字
あ
り
、
か
な
り
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
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「
称
」
に
は
敏
一
一
昌
や
こ
と
わ
ざ
の
よ
う
な
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
竹
筒
や
木
簡
な
ど
か
ら
編
者
が
意
に
沿
う
も
の
を

抜
き
書
き
し
た
か
、
僚
の
断
片
を
集
め
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
も
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
枚
の
簡
の
文
字
数
は
衝
の
大
き
さ
な
ど
に

よ
っ
て
、
少
な
い
も
の
で
八
字
、
多
い
も
の
で
は
八
十
字
も
あ
る
と

注
十
七

い
わ
れ
る
。
「
称
」
の
字
数
の
ば
ら
つ
き
も
依
拠
し
た
衡
の
種
類
に

よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
高
と
い
う
抄
写
素
材
の

性
質
か
ら
し
て
、
兵
衛
資
料
が
ひ
と
つ
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
い
う
こ

中之↑ーへ

と
も
十
分
に
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。

以
上
か
ら
「
自
室
百
四
篇
」
は
、
体
裁
の
上
か
ら
は
、
本
来
ま
と
ま

っ
た
ひ
と
つ
の
著
作
と
は
考
え
に
く
く
、
四
篇
の
結
び
つ
き
は
、
高

に
抄
写
さ
れ
る
段
階
で
初
め
て
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
で
あ
れ
ば
、
四
篇
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
が
ひ
と
つ

の
島
に
写
さ
れ
た
動
機
、
す
な
わ
ち
思
想
上
の
契
機
か
ら
の
考
察
も

必
要
と
な
る
で
あ
ろ
ラ
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
ま
ず
は
体
裁
上
か

ら
「
高
審
問
篇
」
は
ま
と
ま
っ
た
ひ
と
つ
の
著
述
で
あ
っ
た
可
能
性

は
低
い
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

す
で
に
み
た
と
お
り
漢
J

初
に
宮
廷
内
で
読
ま
れ
て
い
た
黄
帝
に
関

す
る
審
物
は
あ
ま
り
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、

そ
の
完
成
度
は
「
鳥
誉
回
篇
」
の
程
度
の
も
の
だ
っ
た
と
考
え
て
も

よ
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
結
果
を
も
と
に
、
次
に
「
白
m
室
田
四
篇
」
と
「
黄
老
」

と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

問
、
「
吊
書
四
篇
」
と
「
黄
老
」
と
の
間
関
係

芸
員
老
」
と
い
う
語
は
宗
人
記
』
に
初
め
て
見
え
る
語
で
、
自
室
田
発

見
以
前
の
「
寅
老
」
研
究
は
『
史
記
』
を
中
心
資
料
と
し
て
行
わ
れ

て
き
た
。
『
史
認
』
の
「
黄
老
」
に
関
す
る
記
述
は
、
次
の
三
点
に
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ω「
寅
老
」
が
漢
初
の
宮
廷
内
、
高
直
に
お
い
て
ひ
ろ
く
流
行
し

て
い
た
と
い
う
も
の
0

・
ス
曹
参
)
謬
習
に
叢
公
有
り
、
普
く
一
英
老
の
一
一
一
向
を
治
む
る
を
開

き
、
人
を
し
て
幣
を
厚
く
し
て
之
を
請
わ
し
む
。
既
に
蓋
公
に

ま
み見
ゆ
。
葦
公
潟
に
一
吉
田
わ
く
、
治
道
は
清
静
を
貴
ぶ
、
荷
し
て
民

自
ら
定
ま
る
、
と
。
:
・
其
の
治
安
は
寅
老
の
衡
を
用
う
」

(
曹
相
国
世
家
)

・
「
露
太
后
、
寅
一
帝
・
老
子
の
一
一
一
口
を
好
む
。
一
帝
及
び
太
子
、
諸
機
獄
、

寅
一
帝
・
老
子
を
繁
み
、
其
の
術
を
傘
ば
ざ
る
を
得
ず
」

(
外
戚
世
家
)

ω先
秦
諸
子
中
に
は
「
葉
老
」
に
基
づ
く
も
の
が
い
る
と
い
う
も

の
0

・
申
不
審
に
つ
い
て
「
申
氏
の
事
は
黄
老
に
本
づ
き
刑
名
を
主
と
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せ

り

」

〈

老

荘

申

韓

列

伝

〉
こ
の

・
韓
非
に
つ
い
て
「
加
名
法
術
の
与
を
喜
む
、
市
し
て
其
の
蹄
は

黄

老

に

本

づ

く

」

(

向

右

〉

・
慎
到
、
田
耕
、
接
子
、
環
淵
に
つ
い
て
「
皆
英
老
道
徳
之
衡
を

向

学

ぶ

」

(

孟

荷

列

伝

〉

ω「
寅
老
」
に
は
学
統
が
あ
る
と
い
う
も
の
。

・
「
柴
五
公
は
寅
一
帝
・
老
子
を
勝
一
よ
、
其
の
本
部
は
競
し
て
河
上

丈
人
と
臼
う
。
其
の
出
づ
る
所
を
知
ら
ず
。
河
上
丈
人
は
安
期

生
に
数
え
、
安
期
生
は
毛
議
公
に
教
え
、
毛
合
初
公
は
薬
殺
公
に

敬
え
、
柴
毅
公
は
築
五
公
に
数
え
、
築
五
公
は
蓋
公
に
敬
う
。

蓋
公
は
湾
の
高
密
・
謬
西
に
て
数
え
、
曹
相
踏
の
師
と
為
る
」

(
楽
毅
列
伝
〉

こ
の
よ
う
な
『
史
記
』
の
記
述
は
、
い
ず
れ
も
「
寅
老
」
と
い
う

思
想
・
政
術
が
存
在
し
た
こ
と
を
告
げ
る
の
み
で
、
そ
の
内
容
を
具

体
的
に
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。
特
に
「
黄
」
に
関
す
る

「
黄
帝
書
」
が
散
逸
し
て
い
る
う
え
に
、
黄
帝
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
様

々
な
一
要
素
が
あ
っ
た
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
「
黄
老
」
像
も
一
瞬
の
ひ

注
十
九

ろ
い
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
『
史
記
』
の
記
述
を
中
心
に
結
ば
れ
て
き
た
、
吊
童
間
四

篇
出
土
以
前
の
「
寅
一
老
」
像
の
う
ち
、
最
も
一
般
的
で
あ
っ
た
金
谷

治
宝
索
漠
思
想
史
研
究
』
の
「
無
為
清
静
を
標
務
し
、
そ
の
実
践
を
意

図
す
る
実
務
派
の
道
家
」
と
い
う
見
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
紘
一
針
。

金
谷
氏
は
、

ωか
ら
「
黄
老
」
に
は
強
い
政
治
的
意
図
、
が
あ
り
、

ま
た
「
寅
老
」
と
関
係
づ
け
ら
れ
た
高
直
た
ち
の
政
治
姿
勢
か
ら
そ

の
根
本
に
「
無
為
に
し
て
治
め
る
」
と
い
う
姿
勢
が
あ
っ
た
と
す

る
。
ま
た
、

ωの
先
秦
の
諸
子
と
「
寅
老
」
と
の
関
連
に
つ
い
て

は
、
「
寅
老
」
が
『
史
一
記
』
に
お
い
て
初
め
て
み
え
る
諾
だ
と
い
う

こ
と
か
ら
、
司
馬
遼
が
、
漢
代
当
時
の
用
語
で
そ
れ
以
前
の
思
想
家

た
ち
の
傾
向
を
論
じ
た
も
の
で
、
必
ず
し
も
彼
ら
が
「
黄
老
」
に
属

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
し
か
し
、
彼
ら

が
何
故
『
史
記
』
に
お
い
て
「
黄
老
」
と
み
な
さ
れ
た
の
か
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
以
上
の
考
察
は
行
っ
て
い
な
い
。

ωの
学
統
に
つ
い
て

も、

ωと
同
様
、
先
秦
の
文
献
に
「
寅
老
」
の
実
在
を
思
わ
せ
る
資
料

が
見
あ
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
全
面
的
に
は
信
用
を
せ
ず
、

「
黄
老
」
の
創
始
者
を
楽
毘
公
と
考
え
、
斉
留
に
黄
帝
信
仰
の
伝
統

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
合
わ
せ
て
、
「
寅
老
」
は
戦
愚
最
末
期
に
斉

国
で
輿
っ
た
政
治
思
想
で
あ
っ
た
と
結
論
守
つ
け
る
。
こ
の
説
は
妥
当

な
見
解
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
『
老
子
』
や
道
家
と
の
関
連
か
ら
「
寅

老
」
像
を
結
ぼ
う
と
す
る
あ
ま
り
に
、
韓
非
を
代
表
と
す
る
法
家
の

思
想
家
、
が
『
史
記
』
に
お
い
て
「
黄
老
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

注
二
十
一

ま
で
は
説
明
が
で
き
な
か
っ
た
。

で
は
「
自
m
書
四
篇
」
発
見
以
降
「
寅
老
」
の
像
は
ど
の
よ
う
に
変
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わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
「
島
審
問
篇
」
で
は
「
道
、
法
を
生
ず
」
〈
「
経
法
」
道
法
〉
の

よ
う
に
、
道
家
的
な
「
道
」
と
法
家
の
「
法
」
を
折
衷
す
る
思
想
が

顕
著
な
こ
と
か
ら
、
実
は
「
寅
老
」
の
最
大
の
思
想
的
特
徴
は
ま
さ

に
道
法
折
衷
思
想
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
か
ら

明
史
記
』
で
法
一
家
系
の
思
想
家
が
「
寅
老
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

注
二
十
二

説
明
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
進
法
思
想
を
有
す
る
「
黄
老
」
像
が

つ
吊
書
留
篇
」
に
よ
っ
て
新
た
に
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
方
、
「
寅
老
」
を
あ
く
ま
で
漢
代
道
家
の
総
称
と
考
え
、
「
自
m
書
四

倍
加
」
は
「
黄
老
」
の
本
流
で
は
な
く
、
道
法
家
と
よ
ぶ
べ
き
道
家
内

の
一
支
派
の
著
作
に
す
ぎ
ず
、
「
寅
老
」
と
直
接
関
係
し
な
い
と
い

注
二
十
一
ニ

う
説
も
依
然
と
し
て
存
在
す
る
。

「
黄
老
」
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
『
史
記
』
の
記
述
を
ど
こ
ま
で
信

用
す
る
か
に
よ
っ
て
結
論
が
異
な
る
。
『
史
記
』
の
記
述
を
全
面
的

に
信
用
す
れ
ば
、
戦
国
中
期
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
『
管
子
』
四
篇
に

注
二
十
四

先
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
「
寅
老
」
と
い
う
誌
が
先
秦
諸
子
の

著
作
に
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
重
く
み
れ
ば
、
戦
国
末
期
と

注
二
十
五

い
う
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
浅
野
裕
一
『
寅
老
道
の
成
立
と
展
開
』

は
、
『
申
〈
記
』
の
「
黄
老
」
の
学
統
に
関
す
る
記
述
の
う
ち
、
楽
庄
公

以
降
を
信
用
し
、
紀
元
前
二
百
五
、
六
十
年
前
後
に
は
、
「
黄
帝
番
」

と
司
H

君
子
?
が
!
結
び
つ
い
た
形
で
、
斉
の
地
に
お
い
て
「
黄
老
」
学

一
派
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
。

ま
た
「
白
墨
田
四
篇
」
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
も
説
は
分
か
れ
、
戦

国
中
期
か
ら
漢
初
に
至
る
ま
で
の
約
二
百
年
の
開
き
が
あ
り
、
成
立

地
域
に
つ
い
て
は
、
楚
、
越
、
斉
な
ど
の
説
が
出
さ
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
「
寅
老
」
と
「
自
墨
田
四
篇
」
の
関
係
が
完
全
に
解
開
閉
さ

れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
現
状
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
「
吊

書
思
篤
」
と
「
黄
老
」
の
関
係
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
他
方
を
計
る

絶
対
的
基
準
と
は
な
り
え
な
い
の
で
、
荷
者
を
比
較
検
討
す
る
こ
と

で
、
お
互
い
の
位
置
を
決
定
し
て
い
く
し
か
な
い
。
両
者
の
評
価
の

定
ま
ら
ぬ
大
き
な
原
因
の
ひ
と
つ
は
そ
こ
に
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。

で
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
互
い
に
う
ま
く
説
明
し
あ
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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ま
ず
「
寅
老
」
は
道
家
の
総
称
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
黄

老
」
が
漢
代
の
道
家
の
総
称
だ
と
す
れ
ば
『
史
記
』
に
お
い
て
韓
非

な
ど
が
「
寅
老
」
と
さ
れ
た
こ
と
が
説
明
で
き
な
く
な
る
。
明
史
記
』

で
は
荘
周
を
「
黄
老
」
と
は
し
て
い
な
い
。
そ
の
一
方
で
『
史
一
記
』

で
「
寅
老
」
と
さ
れ
て
い
る
慎
到
は
『
荘
子
』
天
下
篇
で
は
道
家
と

み
な
さ
れ
て
い
て
、
さ
ら
に
そ
の
著
作
と
さ
れ
る
『
慎
子
』
は
『
漢

書
』
議
文
志
で
は
法
家
類
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
慎
到
の
主

張
が
道
家
と
も
法
家
と
も
と
れ
た
こ
と
を
し
め
す
も
の
だ
ろ
う
c

で

あ
る
か
ら
『
史
記
』
中
の
「
黄
老
」
は
道
家
の
総
称
で
は
な
く
、
道



家
と
法
家
の
接
近
し
た
も
の
を
指
し
て
い
た
と
患
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
自
蓄
に
は
『
老
子
』
乙
本
と
、
道
法
思
想
を
説
く
四
篤

と
が
一
緒
に
漬
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
「
自
m
書
四
篇
」
が

「
寅
老
」
と
関
係
の
あ
る
資
料
で
あ
る
こ
と
は
確
実
と
し
て
よ
い
だ

ろ
う
。
四
倍
刷
の
性
格
を
説
明
す
る
た
め
に
道
法
家
な
る
新
し
い
枠
組

み
を
敢
え
て
設
定
す
る
必
要
も
な
い
。

ま
た
、
「
寅
老
」
と
い
う
一
語
が
『
史
記
』
以
前
の
資
料
に
見
ら
れ

な
い
こ
と
、
「
黄
帝
書
」
の
成
立
が
遅
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
考

え
れ
ば
、
「
黄
老
」
の
成
立
も
、
戦
闘
中
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
。
「
黄
老
」
の
系
譜
に
関
す
る
記
述
で
最
も
確
実

な
の
は
、
蓋
公
と
曹
参
の
記
事
だ
と
い
う
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
れ

ば
、
「
黄
老
」
の
祖
型
的
思
潮
は
そ
れ
以
前
か
ら
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

が
、
そ
の
隆
盛
は
比
較
的
遅
い
と
考
え
ら
れ
、
「
黄
老
」
と
い
う
名
称

自
体
も
、
秦
末
か
ら
漢
初
に
か
け
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
「
白
墨
田
四
篇
」
の
体
裁
が
、
必
ず
し
も
よ
く

ま
と
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
か
ら
も
領
け
る
の
で
は
な
い

か
。
当
時
、
隆
盛
を
む
か
え
つ
つ
あ
っ
た
「
黄
老
」
と
い
う
思
潮

注
二
十
六

の
も
と
、
そ
れ
以
前
の
資
料
を
利
用
し
、
ま
と
め
る
形
で
「
自
妄
関
西

篇
」
の
よ
う
な
資
料
が
多
く
作
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

五
、
ま
と
め

こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
り
、
「
吊
書
四
篇
」
を
『
漢
書
』
義
文
志

の
『
葉
帝
四
経
』
や
そ
の
ほ
か
の
「
寅
帝
書
」
に
同
定
す
る
事
は
で

き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
「
自
m
審
問
篇
」
は
、
高
に
抄
写
さ
れ
る
段
階
で
初
め
て
ひ
と

つ
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
た
。
従
来
の
研
究
で
は
「
島
書

四
篇
」
は
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
っ
た
資
料
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。

「
自
書
四
篇
」
を
「
寅
老
」
と
い
う
点
で
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
扱
う
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
四
篇
の
成
立
ま
で
を
ひ
と
つ

に
考
え
る
の
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
。
四
篇
の
成
立
に
つ
い
て
の
従
来

の
見
解
に
、
戦
国
中
期
か
ら
漢
初
ま
で
約
二
百
年
の
開
き
が
見
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
が
、
逆
に
四
篇
が
一
時
に
で
き
た
も
の
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
寅
老
」
そ

の
も
の
の
成
立
は
新
し
い
と
考
え
ら
れ
、
四
篇
の
成
立
も
そ
れ
に
と

も
な
う
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
そ
の
思
想
の
祖
型
的
内
容
ま
で
を
遅

い
と
考
え
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
。
古
い
文
献
か
ら
自
分
た
ち
の

意
に
沿
う
部
分
を
取
り
出
し
て
ま
と
め
る
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ

る
し
、
そ
の
際
に
多
少
の
潤
色
を
加
え
ま
と
め
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ

。
λ
ノ
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「白
m
書
四
篇
」
は
「
寅
老
」
と
関
係
を
持
つ
資
料
で
あ
る
が
、
各

篇
の
成
立
に
は
そ
れ
ぞ
れ
郊
の
由
来
も
存
在
す
る
と
考
え
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
前
提
の
も
と
に
、
四
篇
の
相
違
点
に
注
目



し
て
い
く
こ
と
で
「
寅
老
」
成
立
の
過
程
が
よ
り
一
一
層
明
瞭
に
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注
一
こ
の
こ
と
は
四
第
の
釈
文
が
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

わ
か
る
。
「
烏
審
問
篇
」
の
釈
文
に
は
「
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
出
土
《
老
子
》

乙
本
巻
前
古
伐
一
番
釈
文
」

Q
文
物
』
一
九
七
四
年
第
七
期
〉
、
『
馬
王
堆
漢

慕
高
番
〔
士
官
〕
』
(
文
物
出
版
社
、
一
九
八

O
年
〉
、
「
《
老
子
》
乙
本
巻
前

古
株
番
釈
文
」
(
『
考
古
学
報
』
一
九
七
五
年
第
一
期
v
、
『
馬
王
堆
漢
墓
吊

番
・
経
法
』
ハ
文
物
出
版
社
、
一
九
七
六
年
)
、
厳
一
棒
縞
『
高
書
竹
筒
』

(
台
湾
議
文
印
書
館
、
一
九
七
七
年
〉
、
円
馬
王
堆
漢
墓
高
書
〔
士
官
〕
』
(
文
物

出
版
社
、
一
九
八

O
年
〉
、
『
中
陣
哲
学
史
資
料
選
輯
・
先
泰
之
部
』
(
中
華

番
局
、
一
九
八
四
年
〉
な
ど
が
あ
り
、
こ
の
ほ
か
後
述
の
余
氏
書
、
採
氏

蓄
に
も
の
せ
ら
れ
て
い
る
。

注
二
「
賞
者
」
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
菅
本
大
二
「
馬
王
堆
漢
墓
の
そ
の

後
の
研
究
動
向
」
(
『
新
し
い
漢
文
教
育
』
第
五
号
、
一
九
八
七
年
〉
に
詳

し
い
。

桂
三
羅
福
顕
「
座
談
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
鳥
書
」
(
『
文
物
』
一
九
七
四
年
第

九
期
〉
は
「
十
六
経
」
の
み
を
司
漢
書
』
議
文
志
陰
陽
家
類
の
『
力
牧
』

十
五
億
刷
と
す
る
。
高
卒
・
苦
一
治
安
「
《
十
大
経
》
初
論
」
(
『
歴
史
研
究
』

一
九
九
五
年
第
一
期
〉
は
「
十
六
経
」
の
み
を
『
漢
書
』
議
文
志
道
家
類

の
『
寅
帝
君
区
』
十
篤
と
す
る
。

注
四
例
え
ば
、
内
山
俊
彦
『
中
国
古
代
思
想
史
に
お
け
る
自
然
認
識
』
附

録
「
馬
王
堆
向
府
警
〈
経
法
〉
〈
十
六
経
〉
〈
稽
〉
〈
道
原
〉
小
考
」
(
創
文
社
、

一
九
人
七
年
、
も
と
司
東
方
学
』
五
六
号
、
一
九
七
人
年
)
は
、
四
篤
を

戦
思
末
よ
り
前
漢
初
頭
に
至
る
拐
の
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、
相
互
の
密
接
な

交
渉
の
も
と
に
(
お
そ
ら
く
同
一
学
派
内
に
お
い
て
)
あ
い
つ
い
で
成
立

し
た
も
の
と
し
、
四
篇
は
一
体
を
為
す
資
料
と
し
て
扱
う
こ
と
が
可
能
か

っ
適
切
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

注
五
龍
晦
「
馬
王
堆
岳
書
〈
老
子
〉
乙
本
巻
前
古
佼
書
探
源
」
(
『
考
古
学

報
』
一
九
七
五
年
第
九
期
)
は
楚
国
説
、
玉
掛
け
「
論
《
黄
帝
四
経
》
産
生

的
地
域
」
(
『
道
家
文
化
研
究
』
第
三
棒
、
一
九
九
三
年
〉
は
戦
国
中
期
以

前
越
思
説
、
鍾
肇
麟
「
寅
老
島
書
的
哲
学
思
想
」
(
『
文
物
』
一
九
七
八
年

第
二
期
)
は
戦
国
末
期
斉
国
説
を
提
出
し
て
い
る
。

注
六
『
文
物
』
(
一
九
七
呂
年
第
十
期
)
所
収
。
唐
氏
は
ぺ
馬
王
堆
出
土
《
老

子
》
乙
本
巻
前
古
伏
書
的
研
究
」
(
『
考
古
学
報
』
一
九
七
五
年
第
一
期
〉

に
お
い
て
も
、
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

注
七
王
博
之
寅
帝
回
経
》
和
《
管
子
》
四
篇
」
(
『
道
家
文
化
研
究
』
第
一

韓
、
一
九
九
二
年
〉
や
、
余
明
光
『
寅
帝
四
経
今
注
今
訳
』
(
岳
麓
室
田
社
、

一
九
九
三
年
)
の
よ
う
に
「
吊
審
問
篇
」
を
『
葉
帝
四
経
』
と
し
て
い
る

も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。

注
入
『
寅
帝
四
経
今
註
今
訳
』
(
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
九
五
年
)
所
収
。

注
九
原
文
で
は
「
這
四
篇
在
思
想
上
是
一
個
整
鐙
」
と
し
て
い
る
。

注
十
「
長
抄
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
概
述
」
(
『
文
物
』
一
九
七
四
年
第
九
期
〉
に

お
い
て
、
「
高
番
目
第
」
と
同
時
に
抄
写
さ
れ
て
い
る
『
老
子
』
乙
本
の
遊

詩
の
状
況
か
ら
推
定
さ
れ
て
い
る
。

注
十
一
武
内
義
雄
司
支
部
学
研
究
法
』
第
一
ニ
「
自
録
学
」
四
「
解
題
」
(
『
武

内
義
雄
全
集
』
第
九
巻
、
角
川
蓄
広
、
一
九
八
一
年
、
も
と
東
京
岩
波
書

話
、
一
九
四
九
年
〉
参
昭
山
。
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注
十
二
例
え
ば
『
長
子
』
八
篇
を
校
定
す
る
の
に
、
十
一
篇
本
、
五
篇
本
、

一
筋
本
、
十
一
一
一
篇
本
の
四
種
の
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
円
管
子
』
入
十
六
第

を
校
定
す
る
の
に
、
三
百
八
十
九
篇
本
、
二
十
七
篇
本
、
四
十
一
篇
本
、

十
一
筋
木
、
九
十
六
億
刷
本
の
五
種
類
の
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
て
い
る
。

注
十
一
ニ
「
黄
老
言
」
は
、
『
呂
氏
春
秋
』
六
条
、
『
韓
非
子
』
一
条
、
『
列
子
』

六
条
、
『
准
南
子
』
二
条
、
『
荘
子
』
六
条
、
『
新
貴
闘
』
二
条
ほ
ど
み
ら
れ
る
。

注
十
四
『
列
子
』
成
立
に
は
、
馬
叙
倫
『
列
子
偽
書
考
』
、
武
内
義
雄
『
列

子
第
詞
』
以
来
、
論
議
が
あ
る
。

注
十
五
金
谷
治
司
泰
漢
思
想
史
研
究
』
第
二
章
「
漢
初
の
道
家
思
潮
」
第

三
節
「
寅
老
の
術
に
つ
い
て
」
(
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
六

O
年
〉
参
照
。

注
十
六
『
加
賀
博
士
退
官
記
念
中
国
文
史
哲
学
論
集
』
(
講
談
社
、
一
九
七

九
年
〉
所
収
。

注
十
七
銭
存
訓
門
中
国
古
代
書
籍
史
』
第
五
章
「
竹
筒
と
木
簡
」
(
法
政
大

学
出
版
、
一
九
八

O
年
、
中
国
語
版
一
九
七
五
年
〉
。

詑
十
人
『
老
子
』
甲
本
巻
後
古
扶
書
も
四
篤
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
必
ず

し
も
一
体
を
な
す
資
料
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
い
。

詮
十
九
木
村
英
一
『
老
子
の
新
研
究
』
附
録
「
賞
老
か
ら
老
荘
及
び
道
教

へ
」
ハ
創
文
社
、
一
九
六
八
年
〉
は
寅
老
を
戦
国
末
よ
り
秦
漢
に
か
け
て

の
道
家
、
が
自
説
の
強
化
と
権
威
の
確
定
の
た
め
に
寅
帝
と
の
連
結
を
謀
っ

た
も
の
と
し
て
い
る
が
、
内
容
的
に
は
老
荘
と
ほ
ぼ
向
じ
も
の
と
し
て
お

り
、
こ
れ
は
、
津
田
左
名
古
『
道
家
思
想
と
そ
の
展
開
』
第
四
篇
「
道
家

の
思
想
の
展
開
」
第
七
章
「
新
傾
向
」
『
津
田
左
右
吉
全
集
』
第
十
三
巻
、

一
九
六
三
年
、
も
と
岩
波
審
広
、
一
九
三
九
年
〉
以
来
の
伝
統
的
な
見
方

で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
内
山
俊
彦
寸
漢
初
黄
老
思
想
の
考
察
」
(
『
山

ロ
大
学
文
学
会
士
山
』
第
十
三
・
四
巻
、

兵
家
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
。

詮
ニ
十
金
谷
治
『
秦
漢
思
想
史
研
究
』
第
二
章
「
漢
初
の
道
家
思
潮
」
第

一
一
一
節
「
寅
老
の
術
に
つ
い
て
」
参
照
。

詑
二
十
一
金
谷
治
司
泰
漢
思
想
史
研
究
』
に
「
そ
れ
(
韓
非
と
寅
老
)
は

結
局
似
て
い
る
と
い
う
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
、
法
家
の
法
治
主
義
と

道
家
の
無
為
の
思
想
と
で
は
実
は
本
質
的
な
相
違
が
あ
る
」
(
一
七
二
頁
〉

と
あ
る
。

注
二
十
二
高
番
発
見
以
前
、
岩
佐
回
目
障
「
寅
老
派
の
輪
郭
」
(
『
懐
徳
』
四

十
一
輯
、
一
九
七

O
年
〉
は
、
『
史
記
』
に
い
う
賞
老
は
法
家
に
近
く
、

純
粋
の
道
家
思
想
を
継
ぐ
道
徳
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
と
し
て
い
た
が
、

こ
の
こ
と
は
浅
野
裕
一
「
道
法
を
生
ず
J
道
法
思
想
の
展
開
!
」
(
『
島
根

大
学
研
究
紀
要
片
一
九
八
二
年
)
で
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。

設
二
十
三
例
え
ば
、
袈
錫
圭
「
馬
主
堆
高
書
《
老
子
》
巻
前
古
佼
書
与
〈
道

法
家
〉
」
(
『
中
国
哲
学
』
第
二
輯
、
一
九
七
九
年
〉
、
驚
木
哲
郎
「
寅
老
思

想
の
再
検
討
」
(
「
東
方
宗
教
』
六
十
二
号
、
一
九
八
一
一
一
年
〉
な
ど
。

詮
ニ
十
四
陳
氏
荷
揚
論
文
参
照
。

在
二
十
五
『
寅
老
道
の
成
立
と
展
開
』
第
一
部
「
寅
老
道
の
形
成
」
第
十
七

章
「
寅
老
道
学
派
の
成
立
」
(
創
文
社
、
一
九
九
二
年
〉
も
と
「
道
家
思
想

の
起
源
と
系
譜
」
〈
『
島
根
大
学
研
究
紀
要
』
、
一
九
八

O
年
)
参
類
。

注
二
十
六
「
吊
書
四
篤
」
と
そ
の
後
の
『
老
子
』
乙
本
は
全
幅
の
吊
に
写

さ
れ
て
お
り
経
典
祝
さ
れ
て
い
た
と
忠
わ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
当
時
「
寅

老
」
が
隆
盛
し
つ
つ
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
六
二
・
三
年
〉
は
養
性
街
、
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(
筑
一
夜
大
学
大
学
院
)


